神奈川大学アドベンチャークラブ
～僕の私の探検論・冒険論2010～

文責：3回生伊藤
Q1．部則はありますか？
はい


Q2．部員は部則を把握する機会がありますか？(具体的に)
最近前部長が書き直したのをプリントアウトしたものが部室に置いてあるので、部会や各人時間が空いたときに見る機会はある。


Q3．緊急時の対策として何をしていますか？
以前洞窟の事故をきっかけに安全対策面を強化した。具体的に週末活動においての企画書の提出、安全対策係りの設置、年に一回の安全対策会議の実行など。
週末活動においても在京連絡の実行。
長期活動においては緊急連絡体制ができており、それぞれレベルごとに分けられている。


Q4．○○大学探検部が目指す探検とは。
我等は従来の探検的活動に留まらず、また方法を問わず、「冒険」なるものの可能性に挑戦する。
我等は敢えてここで冒険を定義しない。冒険は賢さによって定義される次元にはない。
それは実践と経験によって連綿と続く、生きた哲学であり、新たな挑戦の全てであるからだ。
（部則引用）


Q5．現部員が目指す探検とは。(個人個人でどうぞ。人数分書いていいよ。)
我々は探検部ではなくアドベンチャークラブひいては冒険部なので、探検と冒険の違いについて考えるものも少なくない。私は探検とは自分が求める100を手に入れるためのものであり、冒険とは自分の知らない「何か」を120もしくはそれ以上を得るためのものであると考える。


Q6．今一番興味のある活動。(個人個人でどうぞ。ジャンルでも概念でも何でも可)
ラフティング。来年のリバベンには出れないが、たまに漕ぐとまた漕ぎたくなってくる

Q7．神奈川大学アドベンチャークラブの代表的な歴代の活動といえば。(いくつでも)
富士山ほふく前進
洞窟一週間生活


Q8．部が連盟に加盟している目的は何ですか？
他大学の活動を聞き、様々な意見交換の場を提供し、また親睦を深めるため
そして、各々の今後の活動や人生に何らかの変化を与えるものと考える


Q9．なぜアドベンチャークラブに入ったのですか？(個人個人でどうぞ。人数分書いていいよ。)
・クラブガイドを読んで
・勧誘されて
・新勧のビラを見て
などなど


Q10．今後の探検部について。(理想、予想、今の探検部に思うこと、何でも可)
各々がそれぞれの探検論、冒険論に基づいて突き進んでほしい。もしそれがどのようなものか理解できない場合は、何でも人に聞くのではなく、まずは仲間と飲み、活動について語り、冒険探検に出かけてほしい。そしてまた飲み、というサイクルをしていけばいいのではと思う。

